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　 negative superhumpとは、軌道周期より数%短い周期を持つ変動である。一般的に激変星のうち質量移動率
の高い系においてみられる。軌道周期より長い周期の変動である positive superhumpとは異なり、SU UMa型矮
新星の superoutburst中には negative superhumpが観測されるということは従来報告されてこなかった。このた
び、superoutburst中に negative superhumpが観測される事例を発見したので報告する。
　ER UMaは SU UMa型矮新星のサブタイプである ER UMa型矮新星のプロトタイプとなる天体であり、45

日前後の間隔で superoutburstを示す。ER UMaが 2011年 1月に superoutburstを示した際に行われた高速測光
観測により、周期 0.06022日の変動が検出された。これまでの研究からこの天体は軌道周期が 0.06366日である
ことが知られており、この変動の周期は軌道周期より短いことからこれは negative superhumpと考えられる。そ
の後の共同観測により、ER UMaが superoutburstの初期を除き negative superhump を示すことが判明した。
　 negative superhumpが観測されている superoutburstは、これまで ER UMaの superoutburst として報告

されているより短い期間で減光した。これは、negative superhumpの存在が superoutburstの要因である潮汐不
安定性の十分な成長を妨げている可能性を示唆する。


